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１．単元設定の理由

「学びの森」は，平成２４年，地域の方々の「自然に触れ合ってほしい」「外で元気よく体を動か
してほしい」といった思いから造られた森（学校林）である。ここには，ブランコやロープのぼりといった手作りの遊具，「かぶとむしの館」「オオムラサキの家」といった生き物と触れ合える場，「あじさい」「しいたけ」の植物と触れ合える場，「やきいも場」，頂上広場やすべり台やブランコの遊具広場等活動する場と様々なものがある。また昨年度，頂上にバイオ式エコトイレが設置された。造られた当初は環境整備を地域の方が中心となり実行委員会として行われていたが，一昨年度からは，児童が直接「学びの森」の環境づくりに関わり始めている。

第３学年で学んだ地域の「梅」の学習を活かし，より主体的に学びの森との関わりを児童自ら設定
してつくることで，本校の特色ある教育資源，学校林「学びの森」を題材として，そのよさに気付かせることができ，地域に対する愛着をさらに高めることができると考える。実際に地域の人と関わりながら学習を進めることで，地域の人の温かさに改めて気付き，自分たちが地域の方に温かく見守られながら生活を送っていることにもより深く感謝することができる。さらに，地域特有のよさを知り，それらを情報として発信することは，地域に対して誇りをもったり，自ら地域社会に関わったりする姿勢にもつながると考える。

以上のことから，「学びの森」をもっと活用してもらいたいという思いから設定した「『学びの森』
をもっと『学べる森』にしよう」は，児童がよりよい郷土を創造する土台をつくるために適した単元であると言える。

本学年の児童は，第３学年の総合的な学習の時間「西野の宝『梅林』を復活させようプロジェク
ト」において，地域の方々が進めておられる「梅林復活活動」について学習し，自ら「西野の宝『梅林』を地域に広めよう」という課題を設定して取り組んだ。具体的には，地域の方に梅林の歴史をインタビューしたり，幼稚園児と一緒に梅の実を収穫し，梅干しや梅ジュース作りを地域の方々と一緒に行ったりした。また，西野梅林のイメージキャラクターである「うめほっしー」を考案して西野梅林のイメージアップに努めた。さらには，地域のとんど祭りで，それらを商品として売る活動を行った。学年末には，地域の方々と梅の植樹も行い，歴史ある「梅林」を復活させるための活動に参加した。このような学習活動を通して，地域環境のよさや人の温かさに気付き，地域に対する愛着を深めることができた。また，地域の方と活動を行ったことで，地域の方とのつながりもできつつある。

事前に「ふるさと学習」に対する知識・技能についてのアンケートを実施したところ，結果は以下
の通りであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ＝39
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	「ふるさと学習」は楽しいです。
	９２％

	梅林は西小学校区の自慢です。
	８３％

	学びの森は西小学校区の自慢です。
	６２％


この結果から，前年度の取組である「梅林」については，「ふるさと学習」は楽しいと思っているものの，自慢という意識は全員が持ててはいない。また，第４学年が取り組んできた「学びの森」を地域の宝物，誇りであると思っている児童は６２％で，西小学校にしかない特別なものという認識には至っていないと考える。

また，知識・技能以外の本校で育てようとする資質・能力の具体について５月のアンケ―ト調査では，以下のような結果であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｎ＝39
	資質・能力
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	思考力，判断力，表現力等
	課題発見力
	授業では調べてみたい課題を見つけています。
	７９％

	
	論理的思考力
	授業では，情報を比べたり，仲間分けしたり，関係を見つけたりして何が分かるのか考えています。
	７７％

	学びに向かう力，人間
性等
	主体性
	課題発見・解決場面では，課題に対する自分の考えをもち，解決に向けて進んで行動しています。
	９０％

	
	協調性
	集団解決場面では，相手の意見を受け止めて話し合い，よりよい解決に向けて協力して取り組んでいます。
	８９％

	
	自らへの自信
	自分の目標に向かって最後まで努力しています。
	８３％

	
	
	自分は成長していると思います。
	８１％

	
	
	地域のよさを知っています。
	８３％


　　　
この結果，主体性や協調性はほとんどの児童が肯定的に感じていることが分かった。しかし，課題
発見力，論理的思考力は，肯定的にとらえている児童は少ない。これらは，課題に対しての情報を整理・分析したり，その結果から考えを巡らせることはできるが，自分の考えを理由付けて話したりすることが苦手と感じている児童が多いことが考えられる。上記のことから，課題解決をしたいという思いをもって取り組むことができる児童は多いが，課題を発見したり，課題を解決するために論理的に考えたりする態度は，十分身に付いているとは言えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
　　・　「学びの森」で何が学べるか伝わっていない，もっと「学べる森」にして多くの人に親しんでもらいたいという５年生の引継ぎから，自分たちが「学べる森」にするためにどのように取り組めばよいか考えさせる。
　　・　「学びの森」で何が学べるかを問うアンケート結果と自分たちが予想していた結果の「ずれ」から，どのように工夫し何を伝えたら「学べる森」に親しみを持ってもらえるのか，考えさせる。
· ツアーの「ガイド役」「案内される役」に分かれて事前体験させることで，よりよいツアーにし
たいという課題意識を強くもたせる。 
　　・　単元終末では，学習活動を通して感じた地域のよさや，地域の方の思いを深く考えさせることで，５年生へ向けての自分たちの取組について目を向けさせる。
（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
　①話合いの充実
· なぜそう思うのか，理由をはっきりさせながら話合いをさせる。

　　・　課題に対してメリット・デメリットを整理する思考ツールを使い，考えを整理することで，話合いを苦手と感じている児童にも良い点，悪い点を見つめ直し改善点を話合う手立てとなり対話の充実を図る。
· 他の意見と自分の意見とを比べたり，賛同したりする聞き方を意識させ，質問したり共感した
りしながら話合いをさせる。
· 一人で考えがまとまらない場合は，自らグループで協働的な学び合いを求めて考えを深めてい
けるよう雰囲気作りをする。
　②学びを深めるための「書く」活動の質の向上
　　・　振り返りを書く際には，書く視点（「本校で育てたい資質・能力の具体」，交流を通しての自分の考えの変化や深まり，次時への課題など）についてはっきりさせて書かせる。
· 自分の考えを整理したり，話合いの際，書いた考えを可視化し共有したりするために書く時
間を確保する。
　
２．単元の目標
学校林である「学びの森」がつくられた背景にある地域の方の思いや願いを聞き，それらをベースにした「学びの森」を学習材とする課題を設定し，課題解決に取り組むことを通して育成したい６つの「資質・能力」を身に付ける。
３．単元の評価規準
	資質・能力
	評価の観点
	評価規準
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	知識及び技能
	知識・技能
	〇　「学びの森」や西小学校ひいては，地域の自然の豊かさや地域を愛する人々の取組や願い，思いに気付いている。
	知識・技能

	思考力，判断力，表現力等
	思考・判断・表現
	○　「学びの森」に対する地域の願いを聞き，「学びの森」をもっと「学べる森」にできるような課題を見付けるとともに，解決する過程の中で新たな課題を見付けている。
○　「学びの森」という名称で児童に定着していながら，何が学べるかよく知られていないという現状を関連付けしながら，「学びの森」でできる学習活動について考えている。
	課題発見力
論理的思考力

	学びに向かう力，人間性等
	主体的に学習に取り組む態度
	○　「学びの森」をもっと「学べる森」にするために，自分ができることを考え，進んで活動している。
○　「学びの森」をもっと「学べる森」にするために，試行錯誤を繰り返しながらやりきり，達成できた自分の成長を認めている。
○　他者の様々な意見を受け止めながら話し合い，「学びの森」の活用に向けて協力して，自分ができることに取り組んでいる。
	主体性
自らへの自信
協調性


４．指導計画（全７０時間　本時３６／７０）
	
	探究の過程

評価
	学習活動
	関連する
教科等

	「学びの森」での学習活動を考えよう（㉓）

	課題の設定思
情報の収集主
整理・分析思
課題の設定思
情報の収集知主
まとめ・創造・表現主
実行主
整理・分析思主
振り返り知思
	○「学びの森」へ行き，昨年度の学びの森ツアーのことを振り返る（１）

○「学びの森」が「学べる森」としての認知度が低いという昨年度の引き継ぎから，課題を設定する。（１）

○特に低学年がわかっていないという結果から，全校児童や今から入ってくる幼稚園児や保護者にもアンケート調査をする。（２）
○「学べる森」にしてたくさんの人に知ってもらいたいという思いから，他の学校と連携しアンケート調査を行う。（２）

○アンケート結果の分析をし，１年生，幼稚園，保護者に向けて特に紹介をしていこうとする活動内容を精選する。（２）
○「もっと学べる森」にするために学習計画を立てる（１）


○地域の方に「学びの森」の歴史や由来について聞き取りをする。（１）

○「学びの森」に行き，実地調査をする。（３）
○アンケート結果や地域の方の話を新聞1号にまとめ，現状を１年生や幼稚園に報告に行く。（２）

○「学びの森」を広めるために音楽発表会に歌う歌詞作りをする（３）

○「学びの森」での学習活動を考える。（４）

○１学期の活動の振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（１）
	国語
よりよい話し合いをしよう
・話し合いの仕方
理科
あたたかくなると
・春の生き物について知る
国語
新聞をつくろう
・情報の整理の仕方
国語

自分の考えを伝えるには

・分かりやすい発表の仕方

	「学びの森」での学習活動を考えよう（㉓）
	課題の設定思
整理・分析思主
実行主
振り返り知思
整理・分析思主
まとめ・創造・表現主
振り返り知思
	○「学びの森」に行き，夏休み後の状況を確認する。（１）

○１学期の振り返りを行い，学習計画を立てる。（３）

　　　・「学びの森」学習活動ツアーを４年生で行い，改善する。
　（１年生も一緒にツアーについて来てもらい１年生の様子も話合いの中に入れる。）

　　

○「学びの森」学習活動ツアーの準備をする。（３）
　　　・ツアー計画書を作成する。　・「学びの森」学習活動地図の製作をする。
○「学びの森」学習活動ツアーを４年生で行う。（３）

○活動後の振り返りから，改善案を考える。（４）【本時３/４】

○考えた学習活動をまとめた「学びの森」学習活動新聞を作る。（８）

　　　・内容を検討する。

　　　・レイアウトを検討する。

○活動を振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（１）
	理科
すずしくなると

・秋の生き物について知る
図画工作
みんなでどんどんむすんでつないで
国語

調べたことを整理し，発表しよう

・分かりやすい発表の仕方
国語
「クラブ活動リーフレット」を作ろう

・情報のまとめ方

	「学びの森」の学習活動を考えよう（㉔）
	課題の設定思
実行主
実行主
まとめ・創造・表現主
情報の収集主

整理・分析主
まとめ・創造・表現主
実行主
振り返り知主
課題の設定思
	○２学期までに取り組んできたことを振り返り，３学期の学習課題を設定する。（１）



○「学びの森」学習活動ツアーの準備をする。（１）

○考えた学習活動のツアーをする。（８）

（対象：１年生，幼稚園児）

○「学びの森報告会」の準備をする。（３）
（対象：保護者，地域の方）

○地域の学びの森整備作業に参加した後，「学びの森」報告会をする（１）
○取組の成果と課題を知るために，全校児童やツアー体験者にアンケートをとる。（２）

〇アンケート結果を分析し，これまでの取組の成果と課題をまとめる。（２）

○３年生への引き継ぎの準備をする。（２）

○３年生への引き継ぎ式をする（１）

○１年間の活動を振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（３）
	理科
寒くなると
・冬の生き物について知る
国語
「わたしの研究レポート」

・情報のまとめ方


５．本時の学習　【３６／７０】

（１）本時の目標

　　　　地域の方の願いを伝えていくツアーにするためにはどうしたらよいか，友達の意見や質問をもらいながら, ツアーの計画を具体的に考えることができる。
（２）本時で目指す「主体的・対話的で深い学び」の姿

　　　　　他者との対話を通して，思考を深める発問である「どうしてここまでして，地域の方の思いを伝えていきたいの？」という質問に対し，他者と対話することを通して，自分達に地域を大切に思う気持ちが深まっていることに気付き，地域の方の思いや願いを自分事としてとらえて，地域の良さを伝えようとする姿。
（３）準備物

　　　ピラミッドチャート，ホワイトボード
（４）学習の展開

	学　習　活　動
　
	指導上の留意事項（・）
「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	★　望ましい姿
【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	１　前時までの学習を振り返る。

２　本時の学習課題を確認する。


３　グループで交流する。







４　全体で交流する。




５　話し合いを振り返り，次時の確認をする。
	・　地域の子ども達に対して，地域の方々がどんな思いや願いを込めておられるかを振り返りながら，学習課題につなげる。
・　リーダーを中心に話し合いを進める。
・　2グループそれぞれが選んだツアー計画を1つのツアー計画にまとめる。その際，地域の方の願いに沿っているか理由付ける。

◆　主体的に話し合いに参加できていない児童に寄り添い，他の児童の意見や質問を参考にさせる。




・　4チームから出た意見に共感するところやアドバイスを交流する。

・　ベン図を使い，各グループから出たツアー内容が，ふるさとを思う気持ちに触れていることを確認する。
・　地域の方が，自分達のことを思って取り組んでくださる気持ちを受け継ぎたいと思うと同時に，自分達もふるさとを大切に思っていることに気付かせる。



・　授業での話し合いを通して，考えたことを振り返りに書く。


	· 思考・判断・表現
【論理的思考力】
　ツアーの案に対して，質問を考えたり，質問に対して理由を答えたりしながらより良い案を考えている姿。






６．板書計画







総合�
第４学年1組（男子２４名，女子１５名　合計３９名）�
指導者�
�












探究課題：学校林「学びの森」を支える地域の人々の活動と活動に込められた願いや思い








単元名





　　　「学びの森」をもっと「学べる森」に


～伝えよう　広めよう　思いのつまった自まんの森～





単元について





児童の実態





研究主題に迫るための手立て





評価の観点


知…知識・技能　思…思考・判断・表現　主…主体的に学習に取り組む態度





「学びの森」をもっと「学べる森」に


～伝えよう　広めよう　思いのつまった自まんの森～





【小単元の課題】「学びの森」での学習活動を考えよう。





【小単元の課題】「学びの森」で学べて楽しかったと思えるツアーの計画を立てよう。





【小単元の課題】「学びの森」の学習活動を紹介しよう。








～「学びの森」を「学べる森」にしてたくさんの人に学びの森に親しんでもらい，ふるさと三原のよさを広めたい。～





地域の方の願いを伝えていくために，どんなツアー計画にしたらよいかを考えよう。





ジャングルジムに，森をイメージできるように，木の絵を描いたものを，付けるのはいいね。





森のジャングルジムとか，名前を付けると，もっとワクワクするね。





焦らず登ることや，4年生が付いて登るにしたらどうかな。








どうしてここまでして，地域の方の思いを伝えていきたいの？





色んな事はあったけど，自然を使って体力や工作をして遊んだことは，楽しかったかった思い出です。その経験を通して，いつの間にか，西小の地域はいいなと思う気持ちが深まったから，みんなにもこんな気持ちになってほしいからです。





そうだね。1年生が楽しみながら体験していくことで，ツアーが思い出となるようにがんばろう！





まるで森の中を駆け登っているみたいに楽しくて，しかも体力もつくね。





でも登る時，怪我をしないかな。








これは，決定にしよう。








地域の方の思いを聞いたり，自分達のために一生懸命取り組んでおられたりする姿を見て，自分達もふるさとを大切に思う気持ちを受け継いでいきたいと思うからです。





ふるさとへの思いを発信





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


体力�
　　　　　　　　�
図工（自然）�
�
地域の方の思い�
�
　　　　　　�


ふるさとを大切に思ってほしい。


ふるさとを思い出してほしい。�
�
　　　　　　�


自然をたくさん感じて欲しい。


�
�
体力を付けてほしい。�
�



条件


1チーム20分


�
�






地域の方の願いを伝えていくために，どんなツアー計画にしたらよいかを考えよう。





ジャングルジム


（学校の周りの森のイメージ）


（腕の力も付く）


まるたわたり


（学びの森の一本橋）


（バランス）


おにごっこ


（葉っぱのお面を作ってもらって）








風車を作り風を感じる。


（西小にふく風をはだで感じる）


ネイチャーチャーゲーム


（楽しみながら自然を探索）


鳥の鳴き声・葉っぱの音（耳をすまして鳥の声を聴く）








ふるさとを感じる。





西小地域はいいな。と思ってほしい。





自分達もふるさとを大切に思う気持ちを受けついでいきたいと思うから。





どうしてここまでして地域の方の思いを伝えていきたいの？











4年（6）

